
　金沢学院短期大学幼児教育学科 カリキュラムマップ　：　学習成果評価指標と到達目標　（2024年度 ） 2024/4/2
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D1

D2
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D1 D2 D3 評価指標

D1 自己理解 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

D1 D3 自己管理 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

D2 対人関係構築力 ● ● ● ● ● ● ●

D2 チームワーク力 ● ● ● ● ● ●

D2 D3 問題解決能力 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

D1 社会的マナー ● ● ● ●

D1 D2 教養・常識 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

D1 社会的モラル ● ● ●

D1 D3 使命感 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

D1 D3 責任感 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

D1 教育的愛情 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

D2 D3 幼児理解力 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

D2 D3 学級経営力 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

D2 D3
保育内容の指導

力
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

学位授与の方針（Diproma Policy：ディプロマポリシー）

本学科の学位授与の方針は次のとおりである。

所定の単位を修得した次の学生に、短期大学士（幼児教育学）の

学位を授与します。※以下、D1,D2,D3は３つのDiproma Policyを

表す

科

目

名

地

域

と

子

ど

も

Ⅰ

日

本

語

Ⅰ

情

報

処

理

Ⅰ

領

域

健

康

領

域

環

境

領

域

言

葉

領

域

表

現

保

育

内

容

演

習

 

健

康

Ⅰ

音

楽

Ⅰ

幼

児

体

育

子

ど

も

家

庭

福

祉

保

育

の

心

理

学

子

ど

も

の

保

健

保

育

内

容

総

論

日

本

語

Ⅱ

情

報

処

理

Ⅱ

音

楽

Ⅱ

教

材

研

究

Ⅰ

保

育

原

理

保

育

内

容

演

習

 

環

境

Ⅰ

保

育

内

容

演

習

 

言

葉

Ⅰ

保

育

内

容

演

習

 

表

現

Ⅰ

保

育

内

容

演

習

 

人

間

関

係

Ⅰ

乳

児

保

育

Ⅰ

地

域

と

子

ど

も

Ⅱ

乳

児

保

育

Ⅱ

特

別

支

援

教

育

論

Ⅰ

特

別

支

援

教

育

論

Ⅱ

保

育

実

習

Ⅰ

（

保

育

所

）

子

ど

も

の

食

と

栄

養

保

育

内

容

演

習

 

健

康

Ⅱ

保

育

内

容

演

習

 

環

境

Ⅱ

保

育

内

容

演

習

 

言

葉

Ⅱ

保

育

内

容

演

習

 

表

現

Ⅱ

保

育

内

容

演

習

 

人

間

関

係

Ⅱ

社

会

福

祉

子

ど

も

家

庭

支

援

論

社

会

的

養

護

Ⅰ

保

育

者

論

教

育

の

方

法

と

技

術

保

育

実

習

Ⅰ

（

施

設

）

保

育

実

習

指

導

Ⅰ

ス

ポ

ー

ツ

科

学

音

楽

Ⅲ

保

育

・

教

育

課

程

論

教

育

原

理

教

材

研

究

Ⅱ

保

育

実

習

Ⅱ

保

育

実

習

Ⅲ

教

育

実

習

Ⅰ

保

育

実

習

指

導

Ⅲ

教

育

実

習

指

導

教

育

実

習

Ⅱ

卒

業

研

究

人格形成上重要な乳幼児期に関わる保育者としての自覚をも

ち、豊かな人間性と感性を身につけ、教育及び保育を実践す

る者としてふさわしい資質、良識を備えている。

乳幼児に関わる保育者として専門的知識を習得し、乳幼児及

びそれらを取り巻く環境を理解し、保育のこれからを見据え

ながら実践できる力を備えている。

乳幼児の発達に伴う主体的な活動等を援助・指導できる「子

どもの専門家」としての基礎的技術を身につけ、自ら主体的

に保育者としての研鑽を積むことができる。
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保育者としての責務を理解してい

る

教育の理念や保育の意義を理解

し、子どもに向かうことができる

子どもの心身の発達を理解し、発

達に即した対応ができる

子どもの集団形成に必要な知識を

習得している

保育領域について理解し、実践す

ることができる
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自分自身を高める学習や行動を継
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他者の気持ちを理解し、積極的に

関わり、協力して活動できる

チームの一員としての役割を理解

し、責務を果たし、チーム全体に

貢献することができる

状況を的確に判断し、改善のため

の方策を提案し、解決できる

礼儀を身につけ、行動することか

゙できる

社会人として必要な教養・常識を

身につける


